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＜背景＞MafB はマクロファージの分化にも関与する転写因子とし

て知られる。我々は、マクロファージ特異的に MafB の機能を抑制

した優性阻害 MafB 遺伝子改変 (DN-MafB) マウスを作製し、肺胞

マクロファージの貪食能が低下していることを報告した。マクロフ

ァージ細胞表面に発現する Fcγ 受容体はオプソニン化された物質の

貪食に深く関与する。中でも Fcgr3 (CD16) はマクロファージの分

化に伴い細胞表面に発現する受容体の一つとして知られ、宿主防御

において重要な役割を果たす。今回、マクロファージの異物貪食過

程における MafB の役割を明らかにするため、MafB 機能を抑制した

RAW 264.7- MafB- shRNA 細胞を用い、オプソニン化された異物の

認識、貪食に関与する Fcγ 受容体の中で、貪食抑制的に作用する

Fcgr2b (CD32b) と、貪食を促進する Fcgr3 (CD16) の発現に着目し、

これら２つの受容体発現における MafB の役割を検討した。 

＜方法＞貪食能を有するマクロファージ細胞株 RAW 264.7（対照細

胞）と、以前当講座で樹立し MafB 機能が抑制状態にある

MafB-shRNA恒常発現細胞株RAW 264.7-MafB-shRNA細胞を用い、

オプソニン化ポリスチレンビーズ貪食能をフローサイトメトリー法

で検討した。Fcgr2b と Fcgr3 の mRNA と細胞表面マーカーの発現

は、リアルタイム PCR 法とフローサイトメトリー法で、それぞれ評

価した。さらに RAW 264.7-MafB-shRNA 細胞に Fcgr3 を強制発現

させ、その貪食能も評価した。 

＜結果＞RAW 264.7- MafB- shRNA 細胞ではオプソニン化ポリスチ

レンビーズ貪食能が低下していた。また Fcgr3 の mRNA と表面マー

カーの発現も低下していた。一方、Fcgr2bの発現は変わらなかった。

さらに Fcgr3 の強制発現により、低下していた貪食能が改善した。 

＜結論＞MafB は、マクロファージの貪食機構において、Fcgr3 の発

現に関与し、異物貪食を調節する。 
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